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ポ
ー
ル
・
サ

ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン

「
経
済
学
」
に

「
大
砲
と
バ
タ

ー
」
の
一
説
が
あ
る
。
軍
備

と
国
民
生
活
の
ど
ち
ら
を
優

先
す
る
か
の
意
で
使
わ
れ
る

比
喩
だ
。

　

岸
田
政
権
は
軍
事
費
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
と
現
在
の
２

倍
と
な
る
大
軍
拡
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
額
に
し
て

約
５
兆
も
の
増
額
だ
。「
力

対
力
」「
軍
事
対
軍
事
」
に

よ
る
軍
拡
競
争
は
戦
争
を
呼

び
込
む
道
だ
。
大
日
本
帝
国

が
突
き
進
ん
だ
〝
い
つ
か
来

た
道
〞
に
他
な
ら
な
い
。

　

国
内
外
で
多
く
の
死
者
を

出
し
た
先
の
戦
争
へ
の
強
い

反
省
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、

日
本
国
憲
法
９
条
で
は
な
か

っ
た
の
か
。
憲
法
前
文
で
は

「
戦
争
と
い
う
過
ち
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
」
と
誓

い
、
日
本
と
い
う
国
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
外
交
宣
言

で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

９
条
と
と
も
に
私
た
ち
が

守
っ
て
き
た
の
が
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
定
め
た
25
条

だ
っ
た
。
軍
拡
と
社
会
保
障

は
両
立
で
き
な
い
。
間
近
に

迫
っ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、

「
大
砲
と
バ
タ
ー
」
ど
ち
ら

を
選
択
す
る
か
鋭
く
問
わ
れ

て
い
る
。

 

（
Ｙ
）

「
正
し
い
理
解
と
多
職
種
で
の
支

援
が
必
要
」
と
語
る
濱
島
氏
＝
12

日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

「
高
齢
者
優
遇
」は
事
実
誤
認

唐か
ら

鎌か
ま

直な
お

義よ
し

氏
（
佐
久
大
学
特
任
教
授
）
に
聞
く

負
担
増
や
め
社
会
保
障
の
充
実
を

「ヤングケアラー」問題で市民講座

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会

大阪歯科大学教授・濱島淑恵氏が講演
相談できる環境整備を

■社会支出９分野の国民１人当たり社会支出の国際比較（2015年） （単位：米ドル）

　

自
公
政
権
は
10
月
か
ら
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
の
「
２
倍
化
」
を
打
ち
出
し
、
参
院
選
の
争
点
に
な

っ
て
い
る
。
政
府
が
「
高
齢
者
優
遇
の
是
正
」
を
主
張

す
る
な
か
、
負
担
増
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
唐
鎌
直

義
氏
（
佐
久
大
学
特
任
教
授
）
に
聞
い
た
。（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
動
画
を
協
会YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
）

7575
歳
以
上
の
窓
口
負

歳
以
上
の
窓
口
負

担
の
「
２
倍
化
」
を

担
の
「
２
倍
化
」
を

ど
う
み
ま
す
か
？

ど
う
み
ま
す
か
？

　

政
府
は
年
金
収
入
２
０
０

万
円
以
上
（
単
身
世
帯
）
を

「
２
倍
化
」
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
基
準
は
妥
当
な

の
で
し
ょ
う
か
。
生
活
保
護

の
１
世
帯
当
た
り
の
給
付
費

は
、
医
療
扶
助
費
も
含
め
て

年
間
２
２
６
万
９
５
１
０
円

（
２
０
１
６
年
）
で
す
。
収
入

が
２
０
０
万
円
し
か
な
い
人

に
２
割
負
担
を
強
い
れ
ば
、

生
活
保
護
が
保
障
す
る
最
低

生
活
の
水
準
を
相
当
下
回
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
窓
口

負
担
増
は
病
気
を
抱
え
た
高

齢
者
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
と

ん
で
も
な
い
政
策
で
す
。

　

歯
科
医
師
の
先
生
方
も
ご

存
じ
の
よ
う
に
医
療
は
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
大
原
則

で
す
。
負
担
増
の
受
診
控
え

で
重
症
化
を
招
け
ば
、
結
果

と
し
て
医
療
費
の
増
加
に
つ

な
が
る
と
憂
慮
し
て
い
ま

す
。政

府
は
「
高
齢
者
優

政
府
は
「
高
齢
者
優

遇
を
是
正
し
、
現
役

遇
を
是
正
し
、
現
役

世
代
の
負
担
を
軽
減

世
代
の
負
担
を
軽
減

す
る
」
と
主
張
し
て

す
る
」
と
主
張
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
統
計
を
使
っ
て

他
の
先
進
国
と
比
べ
る
と
、

日
本
の
社
会
保
障
は
高
齢
者

優
遇
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。
先
進
工

業
国
６
カ
国
の
高
齢
関
連
分

野
（
高
齢
・
遺
族
・
保
健
）

の
国
民
一
人
当
た
り
の
社
会

支
出
は
、
日
本
は
下
か
ら
２

番
目
。
特
に
保
健
分
野
（
医

療
）
へ
の
社
会
支
出
は
最
下

位
で
突
出
し
て
低
く
な
っ
て

い
ま
す（
表
）。
政
府
は
「
高

齢
者
優
遇
」
と
説
明
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
国
内
で
相
対

的
に
若
者
よ
り
高
齢
者
の
方

が
マ
シ
だ
と
い
う
だ
け
の
話

で
す
。

　

一
方
、
現
役
世
代
向
け
の

社
会
支
出
に
つ
い
て
比
べ
る

と
、
日
本
は
話
に
な
ら
な
い

ぐ
ら
い
の
ひ
ど
さ
で
す
。
国

民
一
人
当
た
り
の
貧
困
関
連

社
会
支
出
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
６
分
の
１
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
失
業
分
野
は
フ
ラ
ン
ス

の
10
分
の
１
で
す
。
長
年
に

わ
た
る
失
業
給
付
の
制
限
、

住
宅
保
障
の
欠
如
、
脆
弱
な

児
童
手
当
な
ど
の
結
果
、
日

本
の
現
役
世
代
向
け
社
会
保

障
は
発
展
途
上
国
並
み
の
水

準
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

「
負
担
増
は
や
む
を

「
負
担
増
は
や
む
を

得
な
い
」
と
思
う
人

得
な
い
」
と
思
う
人

も
い
ま
す
。

も
い
ま
す
。

　

現
役
世
代
と
高
齢
世
代
が

相
互
に
対
立
さ
せ
ら
れ
、

「
お
年
寄
り
は
良
い
よ
ね
」

と
世
代
間
対
立
を
あ
お
る
論

調
が
意
図
的
に
つ
く
ら
れ
、

高
齢
者
の
な
か
に
も
「
若
者

は
大
変
だ
か
ら
我
慢
し
よ

う
」
と
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
る
の
を
控
え
る
よ
う
な

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
が
つ
く

っ
た
ド
グ
マ
（
教
義
）
が
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

政
府
の
論
理
に
は
ま
れ

ば
、
高
齢
世
代
も
現
役
世
代

も
互
い
に
利
害
対
立
さ
せ
ら

れ
て
社
会
保
障
は
ど
ん
ど
ん

削
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
気
づ
い
た
時
に
は
「
全

世
代
型
〝
低
〞
社
会
保
障
」

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
対

立
を
あ
お
る
よ
う
な
話
に
は

乗
ら
ず
、
国
際
的
な
比
較
の

な
か
で
日
本
の
実
態
を
見
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

財
政
が
厳
し
い
な
か

財
政
が
厳
し
い
な
か

で
も
社
会
保
障
の
充

で
も
社
会
保
障
の
充

実
は
可
能
で
し
ょ
う

実
は
可
能
で
し
ょ
う

か
？
か
？

　

近
年
の
経
済
学
は
、「
財

政
が
厳
し
い
状
況
で
も
社
会

保
障
の
緊
縮
は
絶
対
に
や
め

た
方
が
良
い
」
と
い
う
意
見

が
一
般
的
で
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
あ
る
研
究
で
は
、
社
会
保

障
へ
の
投
資
を
１
ド
ル
増
や

せ
ば
経
済
効
果
と
し
て
所
得

を
３
ド
ル
引
き
上
げ
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
保
障
を
縮
小
し
、
市
場
原

理
主
義
を
重
視
す
る
新
自
由

主
義
の
経
済
政
策
は
時
代
遅

れ
で
す
。

　

自
公
政
権
は
医
療
費
の
窓

口
・
保
険
料
負
担
を
増
や
し

た
り
、
年
金
を
減
ら
し
た

り
、
社
会
保
障
費
抑
制
路
線

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
経
済
は
低
迷
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
日
本
の

経
済
力
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会

保
障
予
算
を
投
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
窓
口
負
担

増
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
自
公

政
権
の
社
会
保
障
費
抑
制
路

線
を
１
８
０
度
転
換
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

私の争点
2022参院選2022参院選2022参院選2022参院選

75歳窓口２倍化

分野 高齢 遺族 保健
高齢
関連
分野計

障害
労災 家族 失業

積極的
労働
政策

住宅
生活
保護
その他

貧困
関連
分野計

社会
支出計

スウェーデン 7328 260 5074 １万2662 3669 2852 265 1020 359 765 8930 ２万1592

フランス 6646 898 4612 １万2155 946 1537 849 524 430 426 4713 １万6868

ドイツ 4648 1030 4992 １万0670 1920 1286 508 353 311 164 4543 １万5213

イギリス 4293 30 4558 8881 1151 2051 161 113 908 61 4445 １万3326

日本 5086 609 3743 9438 506 694 85 75 57 171 1588 １万1026

アメリカ 4646 478 １万0178 １万5302 1090 466 146 76 187 577 2541 １万7843

※ 各分野の金額は各分野の支出率に計を乗じて算出。各分野の支出率に関するデータは、国立社会保障・人口問題研究所
『社会保障費用統計』参照
 は最下位の６位　  は５位

　

家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会
は
12
日
、
市
民
講
座

「
『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
現
状
と
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
ウ
ェ
ブ
配
信
も
含
め
市
民
、
医
療
関
係
者
ら
92
人
が
参

加
し
た
。
講
師
の
濱
島
淑
恵
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
医
療
保
健
学
部
・
社
会
福
祉
コ
ー
ス
教

授
）
は
、
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
正
し
い
理
解
の
上
、
多
職
種
で
関
わ
ら
な
い
と
解

決
で
き
な
い
問
題
だ
と
い
う
認
識
が
必
要
だ
」
と
語
っ
た
。

　

濱
島
氏
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
に
つ
い
て
、
法
令
上
の
定

義
は
な
い
が
、
家
族
に
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
人
が
い
る
場

合
に
大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ

ア
責
任
を
引
き
受
け
、
家
事

や
家
族
の
世
話
、
介
護
、
感

情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行

っ
て
い
る
、
18
歳
歳
未
満
の

子
供
と
紹
介
。

中
高
生 

ク
ラ
ス
に
一
人

　

厚
労
省
と
文
科
省
が
２
０

２
１
年
に
実
施
し
た
実
態
調

査
で
は
、「
世
話
を
し
て
い
る

家
族
が
い
る
」
と
答
え
た
中

学
生
は
５
・
７
％
（
約
17
人

に
１
人
）
、
高
校
生
は
４
・

１
％
（
約
24
人
に
１
人
）
に

の
ぼ
り
、「
孤
独
を
感
じ
る
」

「
勉
強
時
間
が
十
分
に
と
れ

な
い
」「
進
学
を
諦
め
た
」
な

ど
、
学
業
や
生
活
に
影
響
が

出
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

子
ど
も
へ
の
権
利
侵
害

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
担
う

家
事
や
世
話
は
「
手
伝
い
」

と
認
識
さ
れ
て
し
ま
い
、
周

囲
に
気
づ
か
れ
に
く
い
と
指

摘
。
手
伝
い
を
す
る
こ
と
事

態
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
過
度
な
負
担
や
困
難

は
、
子
ど
も
に
生
涯
に
わ
た

る
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

る
と
し
て
、「
子
ど
も
の
権

利
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
」

で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
濱
島
氏
は
、

ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
子
ど
も

に
ケ
ア
ラ
ー
の
自
覚
が
な
い

場
合
や
、
自
分
の
家
族
が
批

判
さ
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

自
身
が
傷
つ
く
場
合
が
あ
る

と
指
摘
し
、「
家
庭
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
た

め
、
家
族
を
責
め
な
い
こ
と

な
ど
支
援
す
る
際
の
〝
正
し

い
理
解
〞」
に
つ
い
て
注
意

を
促
し
た
。

　

最
後
に
濱
島
氏
は
ケ
ア
を

担
う
子
ど
も
自
身
が
し
ん
ど

い
と
相
談
す
る
余
裕
が
な
く

な
る
と
し
て
、「
早
い
段
階

か
ら
の
見
守
り
や
、
学
校
や

医
療
・
福
祉
施
設
な
ど
制
度

の
枠
を
超
え
て
発
見
・
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
訴
え
た
。

　

濱
島
氏
は
16
年
、
全
国
に

先
駆
け
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
調
査
を
実
施
。

19
年
に

は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
当
事

者
の
集
い
の
場
と
し
て
「
ふ

う
せ
ん
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

支
援
に
取
り
組
む
。
詳
細
は

同
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
。

　保険請求のご相談や年金・
休業保障制度のお問い合わせ
は直通番号をご利用ください。
社保研究部 06-6568-7467
共　済　部 06-6568-7438

協会直通番号のご案内


